
　食育だより

　宮農祭「おいでよＳｈｕｎ'ｓキッチン」大盛況！
　宮農祭の模擬店に，今年も自啓寮の有志が参加をしました。

今年は焼きそばと玉こんにゃくを販売したいという声があがり，

準備を進めました。玉こんにゃくは一昨年に実施した記録があ

り，イメージが出来ましたが，焼きそばは何で焼くの？パック

の大きさは？いくらで売るの？と不安があったので，考査中の

おやつとして試作を1回行い，肉や野菜の分量など検討しまし

た。さらに炭をおこして実際の鉄板で調理を担当する生徒が試

し焼きを行い，準備万端で当日を迎えました。

　模擬店の配置は，くじ引きのため隣のブースも焼きそば販売

と競合してしまいましたが，事前の打ち合わせが良かったこと，寮生のがんばりと指導員の先生方

の応援が功を奏し，12時30分頃には完売となりました。焼きそば210食，玉こん479本を完売し，

約○万円ほどの売上げでした。ばんざーい。

◎炭の火起こし，焼きチーム奮闘！
　当日，家で炭を作っているというＹくんが

火起こしを担当してくれました。その腕前は

いかに…？
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 完売しました。 

（寮長のしゅんです） 

けむりが目に染み

るぜ～ 

どうよ、

このヘラ

さばき！ 

せ、先輩、こぼれてます！ 

火つかない

わー！ 

パック詰め担当の私たちです。 

謎の 

キャラ？ 

ta 玉こん串刺し隊 



◎11月2日「収穫感謝祭」が厳かに実施されました！？

　収穫祭は今年採れた

作物に感謝を込めて実施さ

れます。各クラスごとに

材料を切って豚汁を調理します。

クラス全員の協力が重要です。

◎11月24日は「和食の日」です。
「甘い」や「しょっぱい」は人間の本能的な欲求で、もともと子どもの好きな味覚です。「辛い」

や「苦い」は少し大人になってから目覚める、嗜好よりの味覚です。それに対して「すっぱい」は、

学んで（食べて、慣れて）初めて好きになる味覚だと言われています。子どものカラダの健康の

ためにも、食の楽しさを広げるためにも、味覚が形成される子どものころに、ぜひ学んでしっかり

育てておきたい大切な味覚、それが「すっぱいっておいしい」なのです。

　※分量は，家庭ではお好みで加減してください。

レモンをかじった後のすっきり感！ 

梅干しの元気がでるおいしさ！ 

体験してま
すか？ 

    ＜材 料  ２人分＞ 
 温かいご飯 茶碗2杯分（約320g） 

 梅干し       1個 

 ちりめんじゃこ   ２０ｇ 

 削り節   １パック（約3g）  

 むき枝豆      ２０ｇ 

 しょうゆ     小さじ1/3 

 白いりごま    適量 

  大葉      適量 

  

 作ってみよう！ 

  食生活の多様化により“和食離

れ”が進んでいるといわれる中、平

成25年12月に「和食；日本人の伝統

的な食文化」が、ユネスコ無形文化

遺産へ登録決定し、話題になりまし

た。ここでいう「和食」とは料理そ

のものではなく、“自然を尊重する

心”に基づいた、食べることに関す

る日本人の習わしであり、右の４つ

が特徴として挙げられています。 

 旬の食材を使った和食を中心に、行事食や郷土料理を献

立に取り入れ、子どもたちへ「和食文化」の魅力を伝えて

いくことが大切だと考えます。 

ta  かくし味がいろいろ

入っちゃってるよ～！ 

 おー、なんだ？ 

 

 豚汁まだ？ 

 もう少々でござる。 

おいしーなー。 

ta まったり～(^^)v 

 

 ストーブを使用
します。薪を燃や

して煮炊きするこ

とで美味しさも

アップ。 





日 

 












